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聖なる頂から観測の中心へ
―19 世紀を中心とする富士山の地図学的変遷―

ラドゥ・レカ（香港浸会大学）
訳 松島仁（静岡県富士山世界遺産センター）

山頂からのパノラマを目にするために山に登るという発想は、現在からみれ
ば当然のことのようであるが、比較的新しい思考でもある。日本列島の最高峰で
ある富士山の場合ほど、このことが如実に表れている場所はないだろう。日本の
歴史において、富士山はほとんど遠望するものとされてきた。一方、聖地でもあ
る富士山には巡礼者が絶えず登頂したが、巡礼者たちはその体験をほとんど記
録に残さなかった。そして 18世紀末以降、谷文晁などの一部の画家が芸術上の
欲求から富士山に登頂し、「真の眺め」、すなわち「真景」（1）を捉えるようになっ
た。最も有名な例は池大雅の作品で、彼はその場で自身の体験を次のように書い
ている。「山頂の真の光景は、五尺四尺の紙に細部まで忠実に再現されており、
距離も詳細に記されている。この絵は山頂で描かれ、浅間社で修正された」（2）。
眼下に広がる雲海を含む登山に関する芸術的描写の最も顕著な例としては、
1801 年から 1805 年にかけて完成した小泉斐筆「富嶽全図巻」（栃木県立美術
館蔵）があげられる。山頂を中心としたいまひとつの例外的な描写は、1808 年
に白雲が描いた「富嶽山頂図」（神戸市博物館像）である。以上のような例は明
治時代にも継承された。たとえば富岡鉄斎は 1875 年に富士山に登り、1898 年
にその頂上を描いた大きな屏風絵「富士山図」（富岡鉄斎美術館）を制作してい
る。
19 世紀初頭、富士信仰の人気の高まりとともに、その表現方法も多様な展開

をみせた。これらのなかには、地表から上昇して鳥瞰図視覚へと向かうものもあ
り、これは特に鍬形恵斎や葛飾北斎らの錦絵に見られる一般的な傾向であった
（3）。立体的な円錐形に組み立てられる富士山を描写した地図や版画も存在した
（4）。俯瞰図へのこうした傾向は、1843 年に秋山長年が作成した『富士見十三州
輿地全図』（5）にも、地図という形で例示されている。同図は、富士山を遠方より
眺める範囲で定義されているが、山頂そのものを中心としており、火口の真上を
一直線に高所から見ているかのように描かれている。
その 10年後、日本は劇的な変化の時代を迎えた。外国人観測者との交流が活

発化していくなか、彼ら自身も富士山の象徴的な側面に興味を抱くようになっ
た。1853 年、マシュー・ペリーの遠征隊の隊員が下田湾から富士山を目にした
のは、その早い例である。隊員の一人は手書きの地図に富士山を描き込んでいた
が、その正確な位置を推測する必要があった（図 1）。1860 年、初代駐日英国公
使であるラザフォード・オールコックは、大規模な登山隊を率い富士山に登頂し
た最初の外国人である。オールコックにとって、登山は楽しい活動にとどまらな
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かった。彼は専門家を同行させたうえ富士山の植生や鉱物を記録した（6）。彼は
「口を開けた火口」を「ギザギザした縁のある大きな楕円形の開口部」と表現し
ているが、頂上からの眺めについてはほとんど触れていない。「我々が去った豊
かな国は、はるか下に漂う雲の天蓋に完全に隠されていた（7）」。彼がロンドンの
王立地理学会に送った報告書には、富士見地図をもとにした地図が添付されて
いた。最初の草稿は旅の途中で作成されたもので、「我々の行程は、この報告書
に添付された現地の地図の大まかなトレースにほぼ正確に記されている。トレ
ース用紙がなかったため、旅の途中で購入した日本の油紙製の外套（紙布引回合
羽）に描いてもらったのだ」（口絵）（8）こうした外套（カッパ）の形と名前は、
もともと16世紀後半に日本を訪れたヨーロッパ人が着用していたケープから着
想を得たものであった。新たに日本を訪れた一連の西洋人のなかの最初の一人
が、その旅程を示す地図を描くためにこのデザインを選んだことは意義深い。
1860 年代には、他に 4人の外国人外交官が富士山に登頂した。そのなかには、

1867 年に登頂した初の外国人女性、ファニー・パークス夫人も含まれている（9）。
1870 年代には、外国人登山者の大半は専門的な知識をもった者であった。冒険
という要素に加え、彼らは山の科学的測定という別の目的にも焦点を置いてい
た。1873 年と 1879 年にスタンフォード図書館の日本地図を編纂することにな
るエルヴィン・クニッピングは、開成学校の日本人学生の協力を得て、富士山の
さまざまな地点で高度や気温、気圧を測定した（10）。翌年、地理学者ヨハネス・
ユストゥス・ラインが富士山に登頂した。ラインは遠くから見た富士山の眺めか
ら始め、それをドイツのアルコール入り伝統菓子である「巨大なシュガーローフ」
に例え記述している（11）。レインは山頂から気圧や温湿度、火山円錐の直径と深
さを測定し、巡礼者たちが水を汲んでいた金明水と銀明水について記述した。ま
た、山や川、湖、人々の住居が見える角度についても測量した。これは数十年前
に富士山の山頂角度を用いて海岸からの距離を測った伊能忠敬の手法を覆すも
のであった。
ラインによる観察は、富士山が遠くから望むランドマークとしてではなく、観

察の中心として富士山頂に取って代わられた初めての事例と言えるだろう。ラ
インは、山頂から望む鳥瞰図（ドイツ語でVogelperspective）の直径を約 52キ
ロメートルと推定し、「このような崇高な地点から、新しい、しかし奇妙な世界
へと視線を自由に移動させる機会が与えられると、喜びは大きく増す（12）」と魅
了されている。その日記のなかで、彼はこれが今まで見た中で最高の景色だった
と二度も述べている。そして眼下に広がる雲海を「グロテスクな形をしており、
氷原と雪原のある極地の風景を描いた絵や描写を鮮やかに彷彿とさせる」と描
写している。ラインは風景を地形として認識するだけでなく、これまで絵姿とし
てしか見ることができなかった、はるかに離れた場所のビジョンを自らに抱く
ことを許したのである。さらに、何世紀にもわたり富士山は遠望した山として美
的に描写されてきたが、レインは山頂自体から絵のようなイメージを提示して
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いる。「芦ノ湖が部分的に見えた。夕焼けに紫色に輝く滑らかな氷面のようで、
巨大な雪の塊に囲まれていた。しばらくすると、富士山はこの雄大な景色の上に
東に長く尖った円錐状の影を落とし、その影は次第に濃くなり、ついには濃い青
色となって東の地平線に昇り、東の空を垂直に切り裂く紫色と炎のような筋を
背景に力強く浮かび上がった。しかし、富士山がここまで昇るにつれて、その基
部は消え、新しいものが山頂にどんどん近づき、大きくなり、円錐はどんどん鈍
くなっていき、ついには宇宙のはるか上空の山頂から最後の太陽の光も消え、全
体像は消え去った（13）」。
ラインの登山により 2 つの地図が作成された。1 つ目は、ゴータのブルー

ノ・ハッセンシュタインが編纂した、ラインの登山記を示す火口の地形図である
（図 2）（14）。この地図は、富士山に登頂したことのある在日ドイツ人の間で議論
を巻き起こした。オットー・シュットは「その地図では、富士山の北半分を囲む
湖沼の位置がまったく間違っている。日本の地図ではこのエリアは正しく示さ
れているのに（15）」と述べている。シュットはハッセンシュタインによる地図の
訂正として、自らの「山頂のスケッチ」を提示した。その後、地質学者カール・
ゴッチェが、山頂で 24 時間過ごした後、「一部は最近の富士山に関する文献か
ら、一部は私自身が富士山で行った観察に基づいた」うえ、シュットの地図を訂
正した（16）。ゴッチェの講演会には英国公使のアーネスト・サトウも出席し、自
身の富士登山体験を語った。前年、サトウは自身の日本の旅行ガイドにおいて
『富士見十三州輿地全図』の有用性について、「古式の優れた旅行地図として『富
士見十三州輿地全図』がある。これは主要道路や宿場町を知る上で完全に信頼で
きる案内であるが、最大の欠点は縮尺どおりに描かれていないことである（17）」
と称賛している。
ラインの登山によって生まれたもうひとつの地図は、ブルーノ・ハッセンシュ

タインの『東京湾及び富士山火山周辺』（1879 年）である。ラインはゴータのハ
ッセンシュタインに『富士見十三州輿地全図』を送り、助手の三田正（18）に翻訳
を依頼していた。ハッセンシュタインは原図を丁寧にトレースし、富士山が描か
れた部分も含め、文字の円形や登山道の駅番号はそのままに残した。しかし、最
終稿では北を上にして読むように文章が統一されたうえ、高度の測定値やその
他の詳細が統合されるとともに、山頂と側面の地形の断面図が描かれることで、
西洋の慣例にしたがった地図として完成した。（口絵）。日本の原図を西洋の地図
作成の枠組みに統合したことは、両者の互換性を示している。原図の空間論理は
形式上は保持されながらも、ヨーロッパの方位、測定、科学的表現の規範に従属
させたのである。
科学的測定への衝動と同時に起こりながらも最終的には規模においてそれを

凌駕したのが、この論文の発端となった発想、つまり山頂からの眺めを楽しむた
めだけに山に登るという考えである。この観点から見ると、富士山頂は新たな情
報を得る場所であるだけでなく、それが属する地域の地図作成を可能にする場
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所にもなる。「双眼鏡の助けを借りれば、はるか遠くまで見渡すことができ、海
岸線がまるで海図のように目の前に伸びていた（19）」。日本国民の間でも並行し
た動きが進行していた。ハッセンシュタインの地図が発表されたのと同じ年に、
東京地学協会が設立された。これは包括的な地図作成と直接的な探検を通じて
近代日本の地理についての考え方を再構成する「地理的啓蒙」の始まりであった
（20）。志賀重昴は 189 年に発表した『日本風景論』の補遺で、「山頂に登り、眼
下に見下ろすと、まるで足元に一枚の美しい絵画が広がり、目の前に広がる大地
の輪郭が明らかになる。この眺望を得ると、もはや人間界ではなく、天空に引き
上げられたような気分になり、宇宙の彼方にある別の惑星から地球を見下ろし
ているような気分になる」（21）と述べている。同書では前例のないスケールと美
的要素を兼ね備えた山頂のパノラマは、近代日本の理想の国民像を育くんでい
くことに貢献すると主張された（22）。
志賀の文章は、山頂のパノラマを近代日本の国民国家構想に取り込んだ好例

である。これは二つの実際的な結果をもたらした。一つ目は日本国内における登
山の振興で、1905 年には日本山岳会が設立された。その決定的なきっかけとな
ったのはウォルター・ウェストンの著作で、彼は非常によく似た山頂体験を次の
ように描写している。「富士山は周囲に比べてあまりにも広大で、あまりにも孤
立しているため、他のすべては、湖と森、湖と平野のさまざまな色と陰影を持つ、
一枚の大きな起伏のある地図にすぎない（23）」。もう一つの結果ははるかに広範
囲に及んだ。吉田初三郎らによる帝国日本を描いた鳥瞰図では、富士山は肉眼で
観測可能な範囲をはるかに超えつつ視覚的な支柱として登場する（図 3）（24）。逆
に言うならば、富士山に登ることは帝国の臣民にとって欠かせない体験となり、
頂上から望むパノラマは地平線を超えて想像力豊かに広がっていくのである

結論
19 世紀、その長い歴史を通じて、富士山の地図描写は、遠景から山頂を中心と
した描写へと変化を遂げていった。この過程で、富士見地図は外国人による富士
山描写の中心となった。こうした交流は、印刷文化と科学をめぐるネットワーク
を介し日本と西洋の地図作成の伝統が収斂されていったことを示している。そ
れは日本で行われてきた地図が西洋の技術に直線的に置き換えられたのではな
く、取捨選択されたうえ融合されていった事実を確かに示唆している。旅行者の
ための地図や参詣案内、そして外国人による登山記録は、地図作成をめぐる複雑
な環境のなかで公的な測量と共存していたのである。
日本と外国の地図は、富士山の美的評価と同じく 1890 年代まで並行した歴史

を展開してきたが、その頃を画期として富士山は、帝国日本における最も顕著な
空間的支点として、その山頂によって定義されるという新たな視覚に収束しは
じめた。
以上のように地図史における富士山の変容――信仰世界の象徴から科学的、
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そして帝国のランドマークへ――は、空間をめぐる想像力が近代日本において
より広範に再編成されていく過程の一部でもある。地図作成をめぐる世界的な
流れのなかで変容していく富士山の位置づけは、異文化間の知識の伝達、空間と
しての山岳が内包する物質性と政治性、そして地理という知の創出過程で象徴
的な意味と実証的な測量が相互作用を及ぼした重要な例といえよう。
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